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Ⅰ．はじめに 

血液透析の分野にコンピューターが透析支援システムとして登場したのは１９８０年代で、その後、

透析支援システムは各メーカにより独自に改良され現在に至っている。医療分野におけるコンピュー

ターは電子カルテとして確立され、１９９９年４月に厚生労働省（当時の厚生省）が提示した「診療

録等の電子媒体への保存について」がこれに拍車を掛けた。 

血液透析医療への透析支援システム導入の目的は、治療の安全性向上と省力化が主である。透析支

援システム導入後の不満として、「従来行っていた手順に透析支援システムの流れが一致しない」こと

や、「血液透析装置が透析支援システムと同一メーカであることが絶対条件」になることなどが上げら

れる。 

そのような背景から血液透析装置情報の通信共通化のニーズが起こり、透析医学会は１９９６年に

当時の工臓協（現、医器工）に協力を依頼し、各社の血液透析装置をはじめて一元的に管理可能な血

液透析装置に関する通信共通プロトコル（以下通信共通プロトコルという）Ver1を作成した。しかし、

Ver1、通信項目を増やしたVer2、共に血液透析装置から管理コンピューターへの一方通行の情報通信

であり、各社の透析支援システムと比較すると、その使い勝手は悪かった。 

今回のVer3.0では、はじめて管理コンピューターから血液透析装置への情報通信を導入した。 

この新たな通信機能は安全性の担保を最優先することを義務づけ、あくまでも血液透析治療開始前

のみの情報通信機能とした。 

以下に通信共通プロトコルVer3.0の仕様を示す 

この一歩前進した通信共通プロトコルVer3.0は、電子カルテと血液透析装置情報との整合性を 

考慮すると、血液透析分野に存在する唯一の「通信標準化」を実現するシステムである。 

 

 

Ⅱ．血液透析装置に関する通信共通プロトコルVer3.0仕様 

 

１．確認事項 

 

（１） 透析装置は、透析治療工程に入るまでは、管理コンピューターからのデータ受信を 

可能とする。 

（２） 透析装置は、透析治療工程中（治療中フラグがセット）は、管理コンピューターからの

データ受信は不可とし、装置データの送信のみ可能とする。 

（３） 透析治療終了（治療中フラグがリセット）後は、管理コンピューターから次の患者の 

    データを受信するまでは、直近の装置データを送信する。  

（４） 本仕様の対象機器は医療機器である透析装置に対する出力要求信号ならびに 

透析装置からの出力信号に限定し、各社共通化をはかることとする。 

即ち、管理コンピューター（以下ＣＰという）側については対象外とする。 
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２．通信プロトコル 

２．１ 通信接続仕様 

（１） 通信仕様 

通信方式 ： ＲＳ２３２Ｃ準拠 又は ＲＳ４８５準拠非同期／半二重 

１） 伝送速度 ： ９６００ＢＰＳ 

２） 伝送コード： ASCIIコード 

３） データ形式： データ長    ８BIT 

                      ストップビット １BIT 

              パリテイ         無 

              Xon/Xoff制御     無  

 

 

（２）  接続コネクター仕様 

１）  ＤＳＵＢコネクター／光コネクター ： JIS準拠、絶縁型とする。 

または ＲＪ４５相当（ＴＣＰ／ＩＰ準拠） 

 

２）  ピン配置等、接続に必要な情報は公開すること。 

 

 

３ 基本通信手順 

３．１ 受信操作 

（１）  管理コンピューターより透析装置が受信 

 

STX  ｜ LEN  ｜ 患者ID ｜DATAID ｜DATA ｜ SUM ｜  ETX 

 STX  S 3 

 LEN             すべてのDATAID ,DATAのBYTE数を加算した数 

患者ID   患者のID 

 DATAID  データ識別コード(１６進表示) 

 DATA   データ本体  

 SUM            サムチェック用データ 

（CR､LFを除く全データを加算し、下位のＨＥＸ２桁を 

ASCIIコードに変換） 

 ETX             終了信号  CR､LF 

    

 注 ： ただし、DATAIDと DATAは受信データ分繰り返す。 



 4 

 

（２）  透析装置から管理コンピューターへの応答 

１）  正常受信の場合 

 

 STX  ｜ LEN ｜ 患者ID ｜DATAID ｜ DATA  ｜  SUM ｜  ETX  

STX  R 3 

 LEN         すべてのDATAID, DATAのBYTE数を加算した数 

         患者ID   患者のID 

 DATAID  データ識別コード(１６進表示) 

 DATA   データ本体  

 SUM           サムチェック用データ  

（CR､LFを除く全データを加算し、下位のＨＥＸ２桁を 

ASCIIコードに変換） 

 ETX           終了信号  CR､LF 

 

注 ：  受信したデータを返送する。 

 

２） 異常受信の場合 

 

STX ｜ LEN｜CODE      ｜ SUM ｜  ETX   

 STX      E ３ 

     LEN       CODE のBYTE数を加算した数  

CODE         エラーコード （２バイト ） 

      上位バイト       x x x x x x x x 

              ｜｜｜｜｜｜｜｜――――サムチェックエラー 

              ｜｜｜｜｜｜｜―――――データバイト数エラー 

              ｜｜｜｜｜｜――――――DATAIDエラー 

              ｜｜｜｜｜―――――――データエラー（適正範囲外）  

              ｜｜｜｜――――――――透析中受信不可 

              ｜｜｜―――――――――確認済み受信不可  

              ｜｜――――――――――必須無し受信不可 

        （患者名と患者IDがいずれも記載なし）  

              ｜――――――――――― その他 

                         １：  エラー発生  ０ ： 正常 

 

下位バイト   ０１ＸＸＸＸＸＸ （拡張用） 
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 SUM          サムチェック用データ 

(CR､LFを除く全データを加算し、下位のＨＥＸ２桁を 

ASCIIコードに変換） 

ETX          終了信号  CR､LF 

 

             リトライ回数は標準 ５回とする。 

                異常受信時の処理は管理コンピューターに任せる。 

 

エラーの内容 

 

No エラーの種類 内容 
透析装置の 

受信時の動作 

1 サムチェックエラー データの整合性確認用のサム異常 受信拒否 

2 データバイト数エラー データ長が不一致 受信拒否 

3 DATA IDエラー 
要求されたデータ識別コードが透析装置

に存在しない場合 

存在しないデータ以外は 

受信する 

4 データエラー（適正範囲外） 
透析装置に設定できない範囲のデータが

設定要求された場合 

設定不可のデータ以外は 

受信する 

5 透析中受信不可 透析中なので、受信拒否 受信拒否 

6 確認済み受信不可  
透析装置でユーザによる「確認」 

操作を行っているため受信拒否 
受信拒否 

7 必須無し受信不可 
必須情報（患者名もしくは患者ID）が

ないため受信拒否 
受信拒否 

8 その他   受信拒否 

 

 

（３）  透析装置が管理コンピューターから受信するデータ 

 

N O DATA名称 ﾃﾞｰﾀ識別コード DATA Byte数 単位 

1 患者ID     Ｂ１ ＨＥＸ１２Ｂｙｔｅ   

2 患者名     Ｂ２ ＨＥＸ２０Ｂｙｔｅ   

3 治療モード     Ｂ３ ＨＥＸ１Ｂｙｔｅ   

4 透析時間        Ｃ１ ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ min 

5 除水時間        Ｃ２ ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ min 

6 目標除水量        Ｃ３ ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ L 

7 除水速度        Ｃ４ ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ L/hr 
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8 補液時間        Ｃ５ ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ min 

9 目標補液量        Ｃ６ ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ L 

10 補液速度        Ｃ７ ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ L/hr 

11 シリンジポンプ速度        Ｃ８ ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ mL/Ｈｒ 

12 透析液温度        Ｃ９ ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ ℃ 

13 補液温度        ＣＡ ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ ℃ 

  

  

   注１  患者IDまたは 患者名のどちらかは受信データに含まれること 

また患者名は透析装置により表示方法が異なる。（無表示、カタカナ、漢字） 

    注２  患者名は シフトJISコード とする。（漢字、カタカナ可能） 

注３  治療モード 

        ０： ＨＤ １： ＥＣＵＭ ２： ＨＤＦ ３： ＨＦ 

    注４ データ識別コードは１６進表示。（Ｂ１：１0110001） 

 

（４）  受信するデータの範囲 

    

N O DATA名称 
ﾃﾞｰﾀ範囲                       

最小値         最大値 
単位 

1 患者ID       

2 患者名      

3 治療モード 0  3    

4 透析時間 0  480  min 

5 除水時間 0  480  min 

6 目標除水量 0  9.99  L 

7 除水速度 0  4.00  L/hr 

8 補液時間 0  480  min 

9 目標補液量 0  30  L 

10 補液速度 0  4.00  L/hr 

11 シリンジポンプ速度 0  9.9  mL/Ｈｒ 

12 透析液温度 34.0  40.0  ℃ 

13 補液温度 34.0  40.0  ℃ 
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  注１ 患者IDと患者名は、各１２バイト、２０バイト固定とし 右詰め表示とする。 

有効数値以外はスペースで埋める。 

  注２ 受付可能なデータの範囲は、透析装置による。 

 

３．２ 送信 

 

（１）  送信条件 

 

１） ＣＰからのデータ送信要求信号を受信した時送信する。 

        透析装置側はリトライについては考慮しない 

２） データ送信要求信号（ＣＰから透析装置へ） 

     次の３byteデータとする。 

  １  ２  ３             

“K”(4Bh） CR(0dH) LF(0aH） 

        “K”(4bH)     ：    通信共通プロトコルコード  

                                                             

３） データ送信要求信号は２秒以上の間隔とする。 

 

 

（２）  送信データのフォーマット 

 

    送信データのフォーマットは「データフォーマット」の通りとする。 

ただし、DATAIDと ＤＡＴＡは送信データ分繰り返す。 

 

STX LEN DATAID DATA SUM ETX 

  

名称 Ｂｙｔｅ数 内容                   

ＳＴＸ   2 データ開始コード（ASCIIコード） 

    “Ｋ”   通信共通プロトコルコード 

    “ｎ”   バージョンナンバーとする （３） 

        

ＬＥＮ   3 データ長 

    全てのＩＤとＤＡＴＡのＢｙｔｅ数を加算 

    した３桁decimal（ASCIIコード） 

    例）加算した合計１２３Ｂｙｔｅの場合 

    “１”、“２”、“３”となる 
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DATAID   1 データ識別コード（ASCIIコード） 

                       

ＤＡＴＡ   データ本体（ASCIIコード） 

    詳細は（３）送信データ参照 

        

ＳＵＭ   2 サムチェック用データ 

    ＣＲ、ＬＦを除く全データを加算し、 

    下位のＨＥＸ２桁をASCIIコードに変換 

    例）加算した合計が５aＨ Ｂｙｔｅの場合 

    “５”、“a”となる   

        

ＥＴＸ   2 データ終了コード 

    ＣＲ、ＬＦ（ASCIIコード）  
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（３）  送信データ 

 

N O DATA名称 ﾃﾞｰﾀ識別コード DATA Byte数 単位  

1 目標除水量 “Ａ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ Ｌ  

2 現在除水量 “Ｂ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ Ｌ  

3 除水速度 “Ｃ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ Ｌ／ｈｒ  

4 血液流量 “Ｄ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ ｍｌ／ｍｉｎ  

5 シリンジポンプ速度 “Ｅ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ ｍｌ／ｈｒ  

6 透析液温度 “Ｆ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ °Ｃ  

7 透析液濃度 “Ｇ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ ｍＳ／ｃｍ  

8 静脈圧 “Ｈ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ ｍｍＨｇ  

9 透析液圧 “Ｉ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ ｍｍＨｇ  

10 ＴＭＰ “Ｊ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ ｍｍＨｇ  

11 治療経過時間 “Ｋ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ ｍｉｎ  

12 透析液流量 “Ｌ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ ｍｌ／ｍｉｎ  

13 液温警報 “ａ” ＨＥＸ１Ｂｙｔｅ    

14 濃度警報 “ｂ” ＨＥＸ１Ｂｙｔｅ    

15 静脈圧警報 “ｃ” ＨＥＸ１Ｂｙｔｅ    

16 液圧警報 “ｄ” ＨＥＸ１Ｂｙｔｅ    

17 ＴＭＰ警報 “e” ＨＥＸ１Ｂｙｔｅ    

18 気泡検知警報 “f” ＨＥＸ１Ｂｙｔｅ    

19 漏血警報 “g“ ＨＥＸ１Ｂｙｔｅ    

20 その他警報 “ｈ” ＨＥＸ１Ｂｙｔｅ    

21 治療中フラグ “Ｍ” ＨＥＸ１Ｂｙｔｅ    

22 治療モード “Ｎ” ＨＥＸ１Ｂｙｔｅ    

23 目標補液量 “Ｏ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ Ｌ  

24 現在補液量 “Ｐ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ Ｌ  

25 補液速度 “Ｑ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ Ｌ／ｈｒ  

26 補液温度 “Ｒ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ ℃  

27 血圧測定時刻 “Ｓ” ＨＥＸ６Ｂｙｔｅ ＨＨＭＭＳＳ  

28 最高血圧 “Ｔ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ ｍｍＨｇ  

29 最低血圧 “Ｕ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ ｍｍＨｇ  

30 脈拍 “Ｖ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ ｂｐｍ  

31 血圧警報 “ｉ” ＨＥＸ１Ｂｙｔｅ    

32 シリンジポンプ積算量 “Ｗ” ＨＥＸ５Ｂｙｔｅ   ｍｌ  
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（４）   送信データの補足 

 

１）送信データの内容は（３） 送信データ の通りとする。 

ただし、送信の順序は表３の順序を問わない。 

２）（３）の 送信データの内、透析装置が持っていないデータについては 

送信しなくてもよい。 

３）１項から１２項までのデータは小数点付きの５桁decimalとする。 

データがマイナスの場合は１桁目に“－”を入れる。上位Ｂｙｔｅがゼロの場合は“０”を

入れる。例）目標除水量「２．３５Ｌ」の場合は、“０”、“２”、“．”、“３”、“５”となる。 

４）治療経過時に関しては、各メーカーが規定した時間とする。 

５）警報は「警報あり」：“１”、「警報無し」：“０”とする。 

６）２０項その他の警報とは１３項から１９項までの警報と血圧警報以外の警報とする。 

７）治療中フラグは 「治療中」： “１”，「治療外」： “０” とする。 

８）治療モードは  ＨＤ／ＥＣＵＭ／ＨＤＦ／ＨＦを 

      “０”／“１”／“２”／“３”／とする。 

９）血圧測定時刻は ２４時間表示とする。 

１０）血圧は最新の測定結果を送信する。  

１１）透析の終了については治療経過時間と現在除水量および治療フラグの 

クリア等で判断される。 

 

Ⅲ．今後の方向性について 

１９９７年（Ver1）、２００３年（Ver2）に日本透析医学会が策定した通信共通プロトコルは各メー

カにて開発され透析装置に搭載された。しかし、各メーカが市販する中央監視システムに比べ十分な

通信項目の装備がないため活用されていない現状があった。今回のVer3.0は通信共通プロトコルとし

て初めて「装置→管理コンピューター」、治療開始前情報通信システム「管理コンピューター→装置」

を導入した。この一歩前進した通信共通プロトコルVer3.0は、電子カルテと血液透析装置情報との整

合性を考慮すると、血液透析分野に存在する唯一の「通信標準化」を実現するシステムであると考え

る。 

日本透析医学会が提案する通信共通プロトコル VER3.0 は薬事法に基づく厚生労働省の認可を受け

る医療機器の範囲内では限界に近い共通化である（医療情報システムの安全管理に関するガイドライ

ン第２版案）。 

 今後の共通化は現状の通信共通プロトコルVer3.0の延長線上にはなく、新たな方法論に基づいて共

通化（標準化）を考え直す時期である。 
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付録 

１．用語の定義 
送信／受信データの項目に関する定義を示す。使用している用語については、透析装置等安全基準

に関する報告書「透析装置等安全基準ガイドライン」（平成１７年３月発行社団法人日本臨床工学技士

会・透析装置安全基準検討委員会 日本血液浄化研究委員会 日本医療器材工業会・機器メンテ部会

ＷＧ）にて示されている、透析装置の表示，操作，動作に関わる用語の定義に準ずる。 

 

 

１） 通信データ（装置→管理コンピューター） 

透析装置が管理コンピューターからのリクエストに伴い送信するデータを示す。 

 

No. 項目名 定義 

1 目標除水量 透析装置に設定されている現時点での達成すべき総除水量 

2 現在除水量 現時点での除水量の積算値 

3 除水速度 現時点での実除水速度（理論値でも可） 

4 血液流量 現時点での実血流量（理論値でも可） 

5 シリンジポンプ速度 現時点でのシリンジポンプの実注入速度（理論値でも可） 

6 透析液温度 現時点での透析液の実温度（理論値でも可） 

7 透析液濃度 現時点での透析液の実濃度 

8 静脈圧 現時点での静脈圧 

9 透析液圧 現時点での透析液圧 

10 ＴＭＰ 現時点でのＴＭＰ 

治療を開始してから、現時点までの経過時間 11 治療経過時間 

（停止などの時間もカウントする） 

12 透析液流量 現時点での透析液流量（理論値でも可） 

透析液温度警報の状態 13 液温警報 

警報無し：０，警報有り：１ 

透析液濃度警報の状態 14 濃度警報 

警報無し：０，警報有り：１ 

静脈圧警報の状態 15 静脈圧警報 

警報無し：０，警報有り：１ 

透析液圧警報の状態 16 液圧警報 

警報無し：０，警報有り：１ 

ＴＭＰ警報の状態 17 ＴＭＰ警報 

警報無し：０，警報有り：１ 

気泡検知警報の状態 18 気泡検知警報 

警報無し：０，警報有り：１ 

漏血検知警報の状態 19 漏血警報 

警報無し：０，警報有り：１ 
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No.13～19,31以外の警報状態 20 その他警報 

警報無し：０，警報有り：１ 

現時点での透析装置の治療状態 21 治療中フラグ 

治療中：１，治療外：０ 

現時点での治療モード 22 治療モード 

HD：０，ECUM：１，HDF：２，HF：３ 

23 目標補液量 透析装置に設定されている現時点での目標補液量 

24 現在補液量 現時点での現在補液量 

25 補液速度 現時点での補液速度 

26 補液温度 現時点での補液温度 

27 血圧測定時刻 N0.28-30の血圧・脈拍を測定した時刻 

28 最高血圧 No.27の時刻に測定した最高血圧 

29 最低血圧 No.27の時刻に測定した最低血圧 

30 脈拍 No.27の時刻に測定した脈拍数 

血圧および脈拍の警報状態 31 血圧警報 

警報無し：０，警報有り：１ 

32 シリンジポンプ積算量 現時点でのシリンジポンプ注入量の積算量 

 

 

 

２）受信データ（管理コンピューター→装置） 

透析装置が治療開始前に受信するデータを示す。 

透析装置は治療開始後に管理コンピューターから送信されても受信しない。 

 

No. 項目名 定義 

1 患者ID 治療を受ける患者の識別番号（英数字） 

2 患者名 治療を受ける患者の氏名 

装置に設定する治療モード 3 治療モード 

HD：０，ECUM：１，HDF：２，HF：３ 

4 透析時間 装置に設定する透析時間 

5 除水時間 装置に設定する除水時間 

6 目標除水量 装置に設定する目標除水量 

7 除水速度 装置に設定する除水速度 

8 補液時間 装置に設定する補液時間 

9 目標補液量 装置に設定する目標補液量 

10 補液速度 装置に設定する補液速度設定値 

11 シリンジポンプ速度 装置に設定するシリンジポンプの注入速度 

12 透析液温度 装置に設定する透析液温度 

13 補液温度 装置に設定する補液温度 
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